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「日中研究者による東亜同文書院研究J
200'7 年ワ月 28 日（士） 10 時～ 1 '7 時 愛知大学豊橋校舎記念会館 3 階小講堂
第 1 セッション座長藤田佳久教接
1. 葉敦平教授（上海交通大学）
「中日の共同歴史研究による両国民の友好促進」
2. 藤田佳久教授（愛知大学院長、東亜同文書院大学記念センター長）
「東亜同文書院と中国研究」
3. 蘇智良教授（上海師範大学）
f歴史から経験と教訓を得る」
4. 馬場毅教授（愛知大学現代中国学部長）
「東亜同文書院関係者の中国革命支援一孫中山と山田兄弟の関係を中心に－ J
第 2 セッション座長葉敦平教接
5. 毛杏雲教授（上海大学）
「彼らは中日友好のために奔走した」
6. 今泉潤太郎教授（愛知大学名誉教授）
「華語翠編と中日大辞典j
7. 盛量産助教授（上海交通大学）
「東亜同文書院の交通大学キャンパスの占用に関する考察J
8. 孫捧助理研究員（上海交通大学）
「1937 ～ 1945 年東亜同文書院の旅行に関する分析j
第 3 セッション座長藤田佳久教授
9. 欧七斤助理研究員（上海交通大学）
「東亜同文書院の中国方面の研究に関する概要」
10. 武井義和 P.D （愛知大学東亜同文書院大学記念センター）
「東亜同文書院に関する発表論文の動向j
コメンテーター 栗田尚弥講師（国学院大学）
「日中関係と東亜同文書院J
挨拶
シンポジウムを開始させていただきます。私は本
日の司会を仰せっかりました、国際コミュニケー
司会（加納） おはようございます。本日はか ション学部准教授、加納です。よろしくお願いい
くも暑い気候の中、多くの方々にお集まりいただ たします。
きまして、まことにありがとうございます。ただ 本日は長丁場で、朝早くから夕方までずっと
いまより、「日中研究者による東亜同文書院研究」 続きます。なるべく早く進行してまいりたいと
9 
思っておりますので、ご協力のほどよろしくお願
いいたします。レシーパーの使い方につきまして
は先ほどご説明したとおりですが、ご不安の方が
いらっしゃいましたらスタッフにお声がけくださ
し、。
それでは、本日の主催である愛知大学を代表し
まして、愛知大学学長、武田信照よりご挨拶申し
上げます。
武田 本日の国際シンポジウムの開催にあたっ
て、主催者側を代表して一言ご挨拶を申し上げま
す。テーマは「日中研究者による東亜同文書院研
究j ですが、敗戦に至る数年間、東亜同文書院が
上海交通大学のキャンパスを使っていた経緯もあ
り、岡大学問の歴史的な関係を研究し、その研究
成果の発表が一つの柱になっていると思います。
これについては、震山会の提言によってその研
究が組織されたと記憶していますが、霞山会は東
亜同文書院大学の設立母体であった、同文会の後
継組織です。そういう経緯から、両大学問の歴史
的関係についてきちんと整理し、相互理解を確立
しておきたいという願いからそうした提言になっ
たものと思います。
霞山会と上海交通大学との聞で研究会が組織さ
れたわけですが、東亜同文書大学の後継校ともい
うべき愛知大学の研究者もこの研究会の中に加わ
り、両大学問の歴史的な関係についての研究が進
められ、今日報告されるような結実を見たという
ことではないかと，思っています。
もう一つの柱は、東亜同文書院大学は大変ユ
ニークな大学で、教育研究の内容も大変制目すべ
き内容を持っているのですが、特に卒業生が行っ
た中国の調査旅行が最近富に高く評価されてきて
います。そういう同文書院の教育研究の中身の研
究が、今日のシンポジウムのもう一つの柱ではな
いかと思っています。
このようなかたちで大変地味で地道な研究です
が、日中間の大変微妙な歴史的な関係を含む関係
について相互的な理解が深まっていくことが、日
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中両国関係の今後の安定的な連携、協力にも結び
ついていき、そういう努力の一環になるのではな
いかと思っています。今日、こうした研究成果が
本学においてシンポジウムというかたちで示され
ることを、大学としても大変喜んでいる次第です。
最後になりますが、この国際シンポジウムのた
めに海を渡って報告に来ていただきました中国の
研究者の方々に対して、何よりも深くお礼を申し
上げたいと思います。それからコメンテーターを
引き受けていただいた栗田先生にも、併せてお礼
を申し上げたいと思っています。
今日は大変中身の濃い、長時間にわたるシン
ポジウムになると患いますが、その成果のほどを
じっくりお聞きいただければと思っております。
以上、私からのご挨拶にさせていただきます。ど
うもありがとうございました。（拍手）
司会続きまして、共催を引き受けていただ
きました財団法人かざんかい霞山会理事でいらっ
しゃいます星様よりご挨拶をいただきたいと思い
ます。よろしくお願いいたします。
星いまご紹介いただきました、霞山会常任理
事の星でございます。どうぞよろしくお願いいた
します。（拍手）
かざんかい霞山会といいましでも、皆さんあまりご存じで
はない方もいらっしゃるかと思います。ここに書
いでありますように「かすみやまかいJ と書きま
す。学長からも紹介がありましたように霞山会と
なって 50 年くらいの歴史を持っております。 50
年間、中国との教育、学術、研究分野での交流を
実施してきております。そういう面では、地道で
ありますが、民間交流の一環として長い間継続し
て事業を展開している財団法人です。
ご承知のとおり、ここに「日中研究者による東
亜同文書院研究J となっていますが、私どもは 3
年前から日中研究者による東亜同文書院の研究の
事業を展開しました。これは、ここにも出席いた
だいている前北川理事長が提案され、交通大学の
皆さん方、今日出席されている皆さん方とともに、
史実研究を実行してきたということです。
現在、日中両国間は日中研究者による日中歴史
研究会を組織しており、 8 月 3 日から上海で、日
本の中国関係の歴史研究者の皆さんが行って研究
テーマについての話し合いを行うことにしている
ようです。しかし私どもは、すでに交通大学と 3
年前から史実研究を実施してきています。その締
めくくりとして、去年の 12 月初めに上海で同じ
ようなシンポジウムを開催しました。ここに出席
されている交通大学の先生方全員と蘇智良さんも
いらっしゃって、愛知大学からは藤田先生、馬場
先生にご協力いただいて、現地に行ってシンポジ
ウムを展開しました。
東亜同文書院については、中国でもいろいろな
評価があります。しかし、上海交通大学のキャン
パスの講堂で行われたシンポジウムでは、戦後、
東亜同文書院の卒業生または在学生が、日中聞の
政治、外交、経済関係で大きな貢献をされたとい
う評価をいただきました。これは私としても非
常にうれしいことで、もしこの場に東亜同文書院
の卒業生、または当時在学されていた方がいらっ
しゃったら、この場でご報告しておきます。それ
が、私の事業の締めくくりの仕事の一環だと思っ
ております。
日中間はいままで政冷経熱と言われていまし
たが、ご存じのとおり両国首脳の相互訪問によっ
て政治関係は若干温かみを帯びてきています。政
i鼠経熱といえるのかもしれません。しかし、最近
行われていた高校生の交流も含め、まだまだ日中
相互間の民間レベルの交流は非常に大事な時期に
あると思います。こういう時期にシンポジウムを
開催して、日中間の歴史の一環としての東亜同文
書院大学と交通大学の史実研究シンポジウムがで
き、それによって相互の理解と友好が深まること
が大いに期待されているところです。今日出てい
る先生方には一日ご苦労様ですが、その点も含め
て、ご紹介、討議されることを期待しております。
簡単ですが、私の挨拶に代えさせていただきます。
日中研究者による東亜同文書院研究
ありがとうございました。
司会ありがとうございました。それでは上
海交通大学よりお越しの先生方を代表いたしまし
て、上海交通大学業教授よりご挨拶を賜りたいと
思います。よろしくお願いいたします。
葉武田信照学長、星博人常務理事、友人の皆
様、ご来賓の皆様こんにちは。本日、私たち上海
交通大学、上海師範大学、上海大学の何人かの教
授たちは、愛知大学においてシンポジウムに参加
しております。私たちは、昨年上海交通大学にお
いて東亜同文書院に関するシンポジウムを聞きま
した。本日私たちは、上海で聞かれたシンポジウ
ムの継続というかたちでシンポジウムを開こうと
しています。上海での会議は、上海交通大学と霞
山会が行ったシンポジウムであり、交通大学と東
亜同文書院の関係について、またそれにかかわる
いろいろな問題について話し合いました。私たち
は、いろいろな積極的な研究を通じて理解したと
ころです。
中国の東亜同文書院の研究は、日本よりも遅れ
ているといわなければなりません。研究者もそん
なに多くはありません。スタートも遅く、資料の
収集も始まったばかりです。そんな中、われわれ
は四つの面の問題に直面しています。まず交通大
学と同文書院の歴史的な関係も一つの問題です。
もう一つは、われわれ中国の学者の、東亜同文書
院に対する研究状況がどうなのかということ。三
つ目は、同文書院の重要な内容である旅行調査で
す。 1937 年から 45 年までの状況について、われ
われも研究を行っております。四つ目の面として
は、東亜同文書院の皆さんは年齢がすでに高く
なっています。しかし交通大学に多くの感情をお
持ちいただいており、多くの方が交通大学を訪問
されておりますし、われわれも振り返っておりま
す。こうした人たちは、交通大学に対する友好的
な仕事、多くの貢献をなされていて、われわれも
それを知っています。
全体的に申しますと、われわれ中国側はまだス
J1 
タート段階にあります。この問題については、中
日両国、人民の聞の友好を促進するという原則で、
また中国と日本の聞でともに話し合うべき問題と
して歴史的な研究を行っており、そうした課題研
究を行っています。
歴史というのは鏡です。歴史によって同文書院
の過去を振り返る。その目的は未来に目を向ける
ためであり、今後の中日関係を健全に、より友好
に発展させるためです。われわれの任務もそこに
あります。われわれ双方の学者は、数年間の努力、
研究をし、友好的な意見交流を行い貢献をしてま
いりました。もちろん問題によっては異なった見
方もありますが、これは正常なことです。われわ
れとしては、今後とも討論を通じていくつかの間
題ついてのコンセンサスが得られればと，思ってお
ります。われわれは歴史をよりどころとしていく
ことが大事であり、より多くの成果を上げると信
じております。
このような会議を開くことも簡単ではありませ
ん。愛知大学の指導者の皆様方、愛知大学でお仕
事をされている皆様方、霞山会の指導者の方々は、
今回われわれのために大きな仕事とたくさんの努
力をしていただきました。そのことに感謝を申し
上げ、会議の成功を祈ります。ありがとうござい
ました。（拍手）
第 1 セッション
司会 それでは早速ですが、本東亜同文書院大
学記念センターの所長、藤田教授を座長といたし
まして、午前のセッションを始めさせていただき
たいと思います。ではよろしくお願いいたします。
藤田皆さん、改めましておはようございま
す。今日はこういう機会を得て多くの方々にお集
まりいただきまして、大変ありがとうございます。
先ほどは学長先生始め置山会の星理事、ただいま
は葉先生からお話しをいただき、大変ありがたく
思っております。
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先ほども霞山会の星理事がおっしゃいましたよ
うに、この会のきっかけはいまから 4 年ほど前、
われわれと上海交通大学の先生方との間で、歴史
的な史実に基づいたかたちで書院の研究をしよう
ということが始まりでした。昨年の 12 月 2 日だ司っ
たと思いますが、上海交通大学のほうで葉先生、
毛先生等のご努力によりまして、われわれと中国
の研究者の聞でのシンポジウムを開きました。こ
のときも朝から夕方まで研究が発表され、いろい
ろおもしろい研究の成果が発表されました。しか
し、われわれ日本人側の研究者はわずか 3 人しか
出席していなかったものですから、ぜひこれを日
本でも再現したいとこの企画を立てましたとこ
ろ、交通大学の先生方に快くお引き受けいただき、
今日の会に至った次第です。
併せて、東亜同文書院大学記念センターが昨年
文科省からオープン・リサーチ・センターに認定
されました。これは文科省の高度化推進事業の一
つで 5年間認定され、その一環としてもこういう
シンポジウムを開催できることになりました。す
でに 1 年経過をしていますが、 2 年目の大きな事
業としてこういうかたちで国際シンポジウムを開
くということができるようになりました。なお昨
年までの成果は、一部お金がいるものもあるので
すが、昨年の年報を入口のところで無料配布して
います。残部がどのくらいあるかわかりませんが、
100 部用意しましたのでご希望の方はお手に入れ
てください。
今日は長丁場ですが、午前中、それからお昼か
らは 1 回休憩をはさみまして午後まで続きます。
もちろん質疑もありますが、それが終わりました
ら学内のリュミエールというレストランで 5 時半
から懇親会が行われます。これは無料になってお
ります。今日ご発表の諸先生方といろいろお話し
したい方も多いと思いますが、ぜひそちらにもご
参加いただいて、懇親を深めていただけたらと
思っております。
われわれのセンターといたしましでもこれを機
会に書院の問題を通じまして、日中間の非常に多
面的ではありますが、研究上での友好促進を図っ
ていきたいと考えておりますので、今後皆さん方
のご協力も合わせてお願いできたらと思っており
ます。なお、われわれもこれを機会に、昨年から
かなりいろいろなイベントを企画して進めており
ますので、ご注目いただければと思います。少し
挨拶が長くなりましたが、早速午前中の第 1 部の
発表に移らせていただきます。用意をいたします
ので、少しだけ時間をください。
日中研究者による東亜同文書院研究
司会 それでは、午前のセッションを始めさせて
いただきます。各発表は 20 分です。各発表のあ
とに質疑応答をはさみますが、時間はかなり限ら
れていますので、この時間は単純な事実関係のみ
の質問をお受けすることにしまして、午後のセッ
ションをすべて終わったところで質疑応答の場面
を設けたいと思います。よろしくお願いいたしま
す。では午前のセッションを、藤田教授、よろし
くお願いいたします。
l 」 1. 「中日の共同歴史研究による両国民の友則鴎J
藤田 引き続きまして、私のほうで午前中の司
会をさせていただきます。今日のトップバッター
ですが、先ほどお話しをいただきました上海交通
大学の葉先生からお願いいたします。テーマは、
「中日の共同歴史研究による両国民の友好促進」
です。それではよろしくお願いいたします。
葉東亜同文書院と交通大学、交通大学はもと
もと交通大学という名前ですが、いまは上海交通
大学という正式名称になっています。その歴史で
すが、交通大学というふうに当校の歴史を語って
おります。二つの内容について今日はご紹介した
いと思います。
一つは、東亜同文書院と交通大学の歴史関係に
ついてです。この関係はいくつか調べまして、大
まかにいうならば二つの内容に分けられると認識
しております。第一の内容ですが、 1917 年から
1937 年の 20 年間の歴史です。この歴史は、交通
大学と東亜同文書院が隣同士の関係にあったとい
うものです。同文書院は最初に南京に設立され、
その後上海に引っ越しをして来ました。上海でも、
最初は場所を借りて運営していました。そして徐
家陸というところに移ってきました。これが虹橋
路の東亜同文書院の校舎になります。この虹橋路
葉敦平
ですが、同文書院と交通大学とは当時本当に近い
距離でした。いまは華山路というところですが、
まさに道一つを隔てた関係で、隣同士というのに
ふさわしい場所にあったわけです。
この 20 年間、双方にはいろいろな親しい行き
来がありました。特に当時の両校の学生たちの交
流は密接に行われていました。私たちの調査によ
りますと、主な行事で三つあります。最初の交流
は、社会や政治運動に参加をしたというものです。
書院の中華部にも学生会があり交通大学にも学生
会があったわけですが、両校の学生会はいずれも
上海学生連合会に加盟していました。この二つの
学生会はお互いに協力をしながらいい関係を保っ
て、いろいろな活動に参加したのです。たとえば、
貧しい学生たちがお金がない場合に、学生たちが
組織立てていろいろな募金をする、チャリティー
のようなことをしたりしました。
さらには、上海学生連合会の組織の改革です。
上海学生連合会があったという話をしましたが、
交通大学と同文書院は学生の代表を連合会に送っ
ており、幹部をしていました。当時の連合会の執
行委員には、交通大学の鐘森栄という人が出席を
しました。同文書院側からは沈道叔という人が役
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